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 第 130 回気象記念日「地震･津波フォーラム」の開催について 

 

 気象庁では、来る 6月 1日の第 130回気象記念日に、記念事業と
して、「地震・津波フォーラム－あらためて思う防災の大切さ－」を、

イイノホール(千代田区内幸町)で開催します。 

 フォーラムは、下記のとおり２部構成とし、地震・津波災害の実

態等についての専門家からの講演を受け、パネルディスカッション

形式で防災に向けた取り組みについて議論を進めます（講演者等、

詳細は別紙を参照してください。）。 

 このフォーラムへの参加は無料で、また予約も必要ありません。 

第一部：講演 

 専門家２名により次の内容の講演 

・ 地震・津波災害を繰り返し経験してきた我が国において、

住民個々人が地震・津波災害にどう向き合っていくべきか。 

・ 昨年１２月のインド洋大津波災害の特徴とそれをふまえて

我々が何を教訓とすべきか。 

第二部：パネルディスカッション 

 報道機関、政府機関、地方公共団体、ライフライン関係者などの

専門家をパネリストとする議論 

・ 日本社会での自助の育成について 
・ 地震・津波情報の有効な活用について 
 

 



 


